

































































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 48 号（2020 年 12 月 3日）
ついて見ると，それらの考えはみな日共系の機関紙「赤旗」に書かれているものと何も変
わらず，自分で考えたことではないこと，だからこそ穏やかに自信ありげに話しているの
だと分かった。それを知ってからは，彼らも権威主義で事大主義から抜け出せず，いつも
党の指導者の言うことに従っているだけだと知って，それなら右翼と同じではないかと痛
感した。
　それ以後は，言葉足らずであっても自分の考えでものをいう，全共闘系の学生・院生の
シンパ（同情者）になったが，暴力に流れやすいという理由から，決して彼らの仲間には
ならなかった。中に入ると客観的な見方ができなくなると思ったからである。彼らはそう
いう筆者らの態度を「第三者・傍観者的態度は敵を利するだけだ」と非難していたが，筆
者は，大阪大学の紛争時に「そういう見方をするなら，君ら全共闘系学生も含めて，すべ
ての立場が現在の社会・政治体制に支えられている点では，全く同じではないか。敵の体
制に支えられて運動をしているに過ぎない」と，彼らに言い返した覚えがある。
　この二つの経験から共通して学んだことは，特定の集団や組織に加わるべきか否かに
迷ったときは，何か引っかかりがある，はっきりしないがわずかでも納得できない部分が
あるときは，加わるべきでない，ということである。そこで理性や意志を働かせ，情に流
されたり，関係に引きずられたりすると，後で失敗し，後悔するということである。
（次号へつづく）
